
中学部の研究

学んだことを活用する生徒を目指した数学科の授業づくり 
～生徒の主体的な学びを深めるための評価を通して～ 
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1学部研究主題設定について(紀要pp.51-56)

【生徒の実態】 
･整えられた学習環境や教師の働き掛けにおいて,もてる力を発 

揮できるo 
･他の学習場面になると,もてる力を発揮しきれていない○ 

背景 
･活動に対する自信がもてずに大人に依存してしまう｡ �

･生徒自身が自分のよさやもてる力をよく理解できていない｡ 

･学習したことを活用することと結び付けることが難しい｡ 

重量重量重量重量重量含量1 

土工 
自己-の気付きや理解が必要 

【今次研究で目指す生徒の姿】 

学んだことを活用する生徒 
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学んだことを思い出したり,使えることに気付いたりすることで, 

新しい使い方を見付けたり,実際に使ってみたりして取り組む姿 

2　研究内容と方法(紀要pp.57-58)

研究内容1 
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数学科の授業における指 
導の根拠と方向性の明確化 

実態把握シートを用いをアセ 
スメント 

学習課題の分析を明記した個 
別の指導計画の改善 

【主体的な学びのために】 

生徒の学びの確かな見立て 

±コア 

○指導の根拠の明確化 
○確かな学びを支えるキー 

ワードを踏まえた授業実践 
○生徒の変容を細かにとら 

えた個人目標の評価 

てこエ 

○前次研究の課題 �
○これまでの教科別の 

指導の取組の課題 
○新学習指導要領 

以上を踏まえて 

数学科の授業づくりを 
研究の中心に据える○ 
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確かな学びを実現するた 
めの数学科における授業実 

践と評価 

確かな学びを支える四つのキー 
ワードを踏まえた授業実践 

評価規準と評価基準を明確に 
した評価表の作成と活用 
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高等部での系統的.継続 
的な指導につなげるための 

評価と情報の生かし方 

高等部職員-のアンケートや数 

学授業担当-の聞き取り調査 

高等部の年間指導計画や将来の 

生活に活用することを踏まえた指 

導目標や学習内容の設定 



3　研究の実際

数学科の授業づくり 

研究内容1(紀要pp.59-62) 劔院立で創 劔 

生徒の実態:諸言語藻露岩窯謹誓鷲駕警活用 

･学習課題の分析による指導の根拠の明確化一書- 

′ヽ 指導目標●`● 

U..篭器謹書諾設定 劔�
指導計画 

研究内容2(紀要pp.63-72) 劔 

㊤寵競業語するための四つのキサドを実践事例l実践事例2 

U苧i崇ー欲振り返り一一譜を 
評学習における生徒の個人目標の達成状況をとらえる 

数学科題材名｢いろいろなものをはかろう｣評価表 劔剽｣誤定一 ∴∴∴ 

観点 艶閣 倡yhｹmｩUrﾎﾘﾌYYmｩUr言軸競漕 悼wyoH$v �����
li213i4i51617i8 

距離. 等7潮時 (量と漁情) (+eXｷ)zx/ﾉｲ-ﾘ+ｸ,ﾈｩ9x8.+,h*ｨ,X*ｸ.薬ﾇ悦ｸｶr①学報壷蛾品の長さを況 定できるC*ジャーを陶砂 尾ﾕr��������������
･源握力濃艶牢LTO mの鞄こも着目ー �

②椀延7滴柵等の長さを 汲掟できる, 又r��
･メジャーの貝掟方法を 理略して.実行できた､ 

(㊦C脚むこと ができる ���&��$縫���ｶ飛�
･1mの感覚をつ力 固蔀龍三要した､ 

④醐誼の重さを渕 することができる, �����
･はかり0池1万 できた, 

研究内容3(紀要pp.73-77)擬態繍実践事例3 

㊤高鷲諒嘉護るために.先を見通した指導目標.学習内容の設定 
･高等部の年間指導計画の情報の把握 

4　まとめと今後の課題(紀要pp.78-79)

【成果】 
･実態把握シートの活用による既習内容の把撮､と 

具体的で焦点化された学習内容の設定 
･学習における課題分析による指導の根拠の明確化 

･生徒の学びの過程を考えたi受業の展開 

評価規準や評価基準を明確にした評価表の活用 
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【課題】 
･課題分析の観点や導き方 

･主体的に学ぶことができる手立てを踏まえた 

罷業実践及び評価の継続した取組 
･教科の学習を系統的.継続的に行うための必 

要な情報の検討及び数学科以外の教科指導-の 

発展 




